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を I~J る。春季・夏季の年 2 EOを原員1]とする。
第 6条(会計)
本会の会計年度は， 4 H 1司iζ始まり，翌年 3月末日に終わるものとする。また，会費は
3 ，0 0 0円とする(名誉会員を除く)。
-108-
第 7条(紀要)






本会見IJは，昭和 51年 3月 1日より施行する。
2. 本会WJは，昭和 54年4月!日より施行する。




















5. 論文投稿の 11: 1 し込みJ9jl)l~ は毎年 8 月 1 5日とし 3 原稿提出期限は毎年 12月20日とする。
-110-
編集後記
「学校経営研究j第8巻を会員諸兄姉にお届けします。ご覧のとおりの内容です。掲載論文のひ
とつひとつには，丸山会員や若手の会員諸君の精進のあとが刻み込まれていますが，全体としてボ
リュームに欠けたものとなったことは，いささか申訳ない次第です。簡単に 論文の数さえ多けれ
ばよい，などとは言えないとしても， このような結果をどう評価すべきか，会員の皆さんひとりひ
とりがよく検討してほしいと思います。それとともに， I学校経営研究jがわれわれにとって何な
のか，についてもよく考えてみてください。
今年の日本教育経営学会が 6月に大正大学を会場として開催されますが，その「教育経営研究の
軌跡と課題Jをテーマとして，教育経営の本質や教育経営学の研究万法などが改めて問い直される
ことになると思います。また一方では，今日の校内暴力等の非行問題を含め，生徒指導の側面から
教育経営に検討を加えようとするシンポジュームも予定されています。このような動向の根底には，
教育経営だけでなく，教育学や教育学研究者のあり万がきびしく問われなければならない問題状況
があっての ζ とと考えます。
会員諸兄姉の一層の精進を期待するとともに，次号への投稿を目指し，覚悟を新fこ比してほしい
と思います。
(宇留f日記)
